
  
 
 
 
 
 
 

 

「もりのおふろ」     

                       西村 敏雄 さく  
        森の奥でお風呂がわいています。そこへ、ライオンが 
        やってきて体をゴシゴシ、次にゾウがやってきて…と 
        次から次に動物が登場して、背中の洗いっこが始まり
ます。「ごしごし しゅっしゅ」と子ども達も一緒に口ずさみ、次の動物
は誰かな？とワクワクしながら見ています。 
 

「おせち」 
  文・絵内田有美 

料理満留邦子 
監修三浦康子 

          日本の伝統食であるおせち料理。食材ひとつひとつ 
         に込められた願いを、美しい絵と共に伝えています 
         日本の食文化って素晴らしいですね。料理の意味を
分かって食べるとさらにおいしく、ありがたくいただけそう。「今年も一
年良い年になりますように…」と繰り返し読みたくなる幸せが詰まった
一冊です。 
 
 
 

「かさじぞう」 
 瀬名貞二 再話  
赤羽末吉  画  

 
 私たち大人にとっては懐かしい日本の昔話。 

        暮らしは貧しいけれど心はポカポカ温かく優しいおじ
いさんとおばあさん、そして地蔵さまのお話です。昔から親しまれた大晦
日のお話に読み終えた後は心がほっこり。地蔵さまの傘をかぶる前とかぶ
せてもらった後の表情にも注目です。水墨画の絵もじっくりお楽しみくだ
さい。 
 

 

 

 

 

新しい絵本  が仲間入りしています。 
今年もたくさんの絵本の出会いを親子で 
       お楽しみくださいね。 


